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日医工と富士通、AI の活用により医薬品製造 DX への取り組みを推進  

作業品質の高度化と製造技術者の早期育成に向けた共同実証実験を実施 

 

 

日医工株式会社（注 1）（以下、日医工）と、富士通株式会社（注 2）（以下、富士通）は、富士通の行動分析 AI サ

ービス「Fujitsu Kozuchi for Vision」および株式会社ブロードリーフ（注 3）（以下、ブロードリーフ）の作業分

析・業務最適化ソリューション「OTRS」および「OTRS+AI」を活用し、日医工の医薬品製造現場における無菌室

の入退室時の作業漏れ検知や製造技術者の早期育成に向けて、共同実証実験を実施しています。  

【背景】 

日医工では、医薬品の製造工程や検査工程の品質向上・業務効率化を実現するため、医薬品製造 DX への取り組みを

推進しています。様々な課題がある中で、日医工では、無菌製剤の製造工程における作業品質の標準化、および新人

や中途採用者の早期育成も課題と考えています。これらの課題を解決するため、両社は、日医工の製造工程における

作業漏れ検知の高度化や、ベテラン技術者のノウハウ継承による技術者の早期育成に向けて、AI を活用した共同実

証実験を行うことについて合意しました。両社は、医薬品の供給不足解消に向けて医薬品製造のデジタルトランスフ

ォーメーション（DX）を加速していきます。 

 

【実証実験の概要】 

1. 実証期間： 

2024 年 11 月 19 日から 2024 年 12 月 20 日まで（予定） 

 

2. 実施場所： 

日医工岐阜工場（岐阜県高山市） 

 

3. 実証内容： 

・ 日医工岐阜工場の医薬品製造現場での作業において、リアルタイムに人の動作を検知する技術（注 4）を搭載し

た富士通の AI サービス「Fujitsu Kozuchi for Vision」を活用します。無菌室の入口に設置した監視カメラの映

像データから入退室時に、無菌製剤の製造過程における適正かつ標準化された作業が確実に行われているかを分

析し、技術者の作業漏れをリアルタイムに検知できるかを検証します。検知結果の通知方法については、現場技

術者に対してアラーム音や警告ライトの点滅による喚起、スマートフォンの活用など、様々な仕組みを検討しま

す。適正かつ標準化された作業実施の再確認および再実施を確実に行うことで、非標準的な作業に起因する製品

廃棄処分をゼロとし、その先に実現しうる無菌製剤の安定供給を目指して取り組みます。 



 

  

非標準的な作業の検知例（左：OK行動、右：NG行動） 

 

 

埃を吸引する動作の検知 

  



 

 

複数人同時の手洗い消毒作業の検知 

 

・ 医薬品業界における製造現場の人材不足や現場技術者の早期育成に向けて、ブロードリーフの生産性向上・業務

最適化ソリューション「OTRS」および、富士通の作業分節 AI 技術（注 5）を搭載した「OTRS+AI」を適用し

ます。まず、ベテラン技術者の作業映像から要素作業ごとに分割したデータを教師データとして作成し AI に学

習させます。次に、経験の浅い技術者の作業映像を学習した AI が自動で作業分節したものと、先に作成した教

師データを並列表示し、教育指導者が比較検証しながら、経験の浅い技術者のスキルアップを促します。これに

より、技術者のスキルレベルを短期間でベテラン技術者のレベルまで引き上げることを目指します。また、技術

習得時間の短縮だけでなく、動画による作業標準マニュアルの作成や技術者の事前の動作シミュレーションな

ど、人材育成全体で効率化を図ることで教育にかかるコストを大幅に削減し従来比 50%を目指します。 

 

左：ベテラン技術者、右：経験の浅い技術者の並列表示による動作比較シーン 



 

【今後について】 

両社は、実証実験の結果を踏まえ、「Fujitsu Kozuchi for Vision」および「OTRS」、「OTRS+AI」について、日医工

岐阜工場への 2025 年 3 月の本格導入に向けて取り組みを進めていきます。 

日医工は、実証実験により得られた知見やノウハウを活かし、日医工岐阜工場をスマートファクトリーのモデルとし

て確立し、日本国内の全工場をスマートファクトリー化することで医薬品製造 DX を加速させ、医薬品の安定供給に

貢献していきます。 

富士通は、日医工のスマートファクトリー化や医薬品製造 DX への取り組みを継続して支援していきます。 

 

【商標について】 

記載されている製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。 

 

【注釈】 

注1 日医工株式会社： 

本社：富山県富山市、代表取締役社長：岩本 紳吾 

注2 富士通株式会社： 

本店：神奈川県川崎市、代表取締役社長：時田 隆仁 

注3 株式会社ブロードリーフ： 

本社：東京都品川区、代表取締役社長：大山 堅司 

注4 リアルタイムに人の動作を検知する技術： 

検出が難しい作業の切れ目を精度よく検出し、一連作業の要素作業を切れ目ごとに順序性をもって確認するこ

とで、リアルタイムな検知を実現する技術（特許出願済み）。 

注5 作業分節 AI技術： 

作業映像から要素作業ごとに分割したデータを教師データとして学習し、同一作業における要素作業を高精度

に自動検出することが可能。 

 

【関連リンク】 

・ 「Fujitsu Kozuchi」紹介サイト 

https://www.fujitsu.com/jp/services/kozuchi/ 

・  ブロードリーフと富士通、作業分析・業務最適化ソリューション「OTRS」への作業分節 AI 技術の搭載による   

運用負荷大幅軽減を目指した共同開発に合意（2022 年 10 月 19 日 プレスリリース） 

https://pr.fujitsu.com/jp/news/2022/10/19.html 

https://www.fujitsu.com/jp/services/kozuchi/
https://pr.fujitsu.com/jp/news/2022/10/19.html


 

本件に関するお問い合わせ 

日医工株式会社 

経営企画部 広報グループ 

電話：076-442-7026 

 

富士通株式会社 

富士通コンタクトライン（総合窓口）  

電話 0120-933-200 受付時間： 9:00～12:00 および 13:00～17:30（土・日・祝日・当社指定

の休業日を除く）  

お問い合わせフォーム 

https://contactline.jp.fujitsu.com/customform/csque04802/873532/ 

 

報道関係者お問い合わせ 

日医工株式会社 

経営企画部 広報グループ 

電話：076-442-7026 

 

富士通株式会社 

広報 IR 室 

電話：044-754-3338（直通） 

以 上 

 

 

https://contactline.jp.fujitsu.com/customform/csque04802/873532/

